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　今年度４月に天名小学校、合川小学校、郡山小学校の３校が統合し、新たに天栄小学校が

誕生しました。統合による具体的な効果や課題などについて調査研究を行います。

　今年度９月に休日の学校部活動を終了し、地域クラブ活動に移行します。生徒たちの多様

な受け皿となる活動場所を安定して提供できるよう、学校施設の有効活用はもちろんのこと、

広く市内公共施設を柔軟に活用できる仕組み作りに向けて、調査研究を行います。
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　近年、証明書のコンビニ交付サービス、各種手続きのオンライン化が進んでおり、地区市

民センターの役割も変化しつつあります。さらに、今後施設の老朽化への対応なども必要と

なります。

　また、自治会業務において、本市からさまざまな業務をお願いしている中、地域活動の負

担軽減、担い手不足への対応に向け、自治会業務のデジタル化などの取り組みについて、調

査研究を行います。

１　地区市民センターと自治会の在り方について
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２　本市における統合した小学校の現状把握について

３　部活動の地域展開と施設管理について

　医療費、介護費用が年々増加傾向にあるため、健康づくりの推進、健康寿命の延伸が大変

重要になってきます。健康寿命の延伸のため、生活習慣病や骨粗しょう症の予防、またレセ

プトなどを活用した健康づくりの推進の取り組みなどについて調査研究を行います。

３　健康寿命の延伸について

　放課後や長期休暇時における、こどもたちの育ちの支援を行う、居場所づくりが重要であ

るため、その取り組みについて調査研究を行います。 

２　こどもと若者の居場所づくりについて

　未来を担うこどもたちが環境問題への関心を高め、日常生活の中で自発的に環境に優しい

行動を起こす具体的な仕組みを作るため、調査研究を行います。

４　こどもへの環境教育について

　今年度新施設の設計・建設工事を進める予定となっています。昨今の物価高騰や緊迫化す

る中東情勢による影響から建築資材の高騰や調達遅延などが懸念されます。事業が計画どお

りに執行されているか、調査研究を行います。

５　クリーンセンター建設工事の進捗状況について
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